
事業概要

事 業 手 法 民設民営（定期借地契約による官民連携事業）

事 業 主 体
NTT都市開発㈱
㈱One Bright KOBE

所 有 者 土地：神戸市 建物：NTT都市開発㈱

実 施 主 体
整備：NTT都市開発㈱
運営管理：㈱One Bright KOBE

ス キ ー ム 図

事 業 期 間 運営管理：2025年3月1日～

整 備 費 非公開

資 金 調 達 非公開

収 支 収 入 非公開

利用料金収入 非公開

支 出 非公開その他収入 非公開

サービス購入料 非公開

行 政 の
役 割 ・ 支 援

• 関係機関との連携等
• 事業者と定期借地契約を締結し、土地を貸与

GLION ARENA KOBE（旧称：神戸アリーナ（仮称））＜全体概要＞

プロジェクトのポイント

• プロスポーツ興行、国内外トップアーティストによる音
楽興行、MICEなど、多様な興行や演出に対応でき、
B.LEAGUE2026-27シーズンに誕生する新たなトップ
カテゴリー「B.LEAGUE PREMIER」へ参入が決定し
ている神戸ストークスのホームアリーナにもなっている。

• 周辺施設・空間とも一体となって、365日を通した賑わ
い創出やまちの活性化に寄与する世界水準の最先端
アリーナを民設民営で整備・運営。

• 国内初、ZEB Ready認証取得をしており、地球環境
への負荷を最大限抑えたアリーナ運営を通じ、サステナ
ブルな世の中の一歩へ繋がることを目指す。

施設概要

所在地／
ア ク セ ス

神戸市中央区新港町2-1 
各線三宮駅より徒歩約17分
三ノ宮駅前よりポートループにて「アリーナ前」下車徒歩すぐ

面 積 敷地 約23,700㎡ 延床 約32,204㎡

構 造 鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造

観 客 席
約 8,000人（バスケットボール興行）
約10,000人（音楽興行・着席時）

付帯施設

VIPルーム 有り

飲食・物販 有り

その他 テナント・フードエリア、VIPラウンジ、会議室等

ホームチーム 神戸ストークス（B.LEAGUE）

ス ポ ー ツ
興 行

• Bリーグ公式戦 年間約30試合
• SVリーグ、大相撲など多様なスポーツを実施

施設写真

バスケットボール試合イメージ VIPエリアイメージ
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【ポイント①】まちづくりの中核となるスタジアム・アリーナの実現

• 日本初270度海に囲まれた突堤に建つ水辺のアリーナは、神戸ウォーター
フロントエリアの新たなランドマークとして、365日を通した賑わいづくりを目指
し、新たな魅力と活力ある都心・ウォーターフロントの創出に寄与。

• 2024年２月に「港湾環境整備計画」として認定を受けたアリーナ周辺の
緑地区域（エリア名称 「TOTTEI PARK」）に建設される建物は、アリー
ナと一体で運営される。

• 全国で初めて「港湾環境整備計画制度（みなと緑地PPP）」を活用し、
収益施設の運営によって得られる収益の一部を公共整備や緑地の維持
管理に還元することで、地域経済の活性化や住民サービスの向上に寄与
する。
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【ポイント③】民間活力を活用した手法の採用

• クラウドサービスを軸に行政デジタル化やスマートシティ等を手掛ける㈱スマー
トバリューと㈱NTT ドコモが運営し、NTT 都市開発㈱が開発を担う3社企
業コンソーシアムによる、民設民営のランドマークプロジェクトである。

• アリーナの運営は㈱スマートバリューと㈱NTT ドコモの2社が出資して設立し
た㈱One Bright KOBEが行う。

• アリーナ運営を行う㈱One Bright KOBEとチーム運営を行う㈱ストークス
が一体運営を行うことで、より自由度の高い事業展開を実現する。

GLION ARENA KOBE（旧称：神戸アリーナ（仮称））＜評価ポイント＞

お問合せ先
㈱One Bright KOBE （電話番号）0570-030-120
https://www.totteikobe.jp/

【ポイント②】IT・データの活用

• アリーナを基点としたスマートシティモデルの推進として、ハード、ソフト、デ
ジタル、ソーシャルの４つがつながるSmartest Arenaをコンセプトに、人と
人、人とまちがつながるコミュニティ共創事業「Commons Tech KOBE」
を推進し、蓄積データを用いたイベント開催に伴う回遊性向上策を実施。

• 街中へのビーコンの設置及びTOTTEI KOBE公式アプリ活用により、アリー
ナの訪問者データの収集や情報の発信、スタンプラリー、キャッシュレス決
済などの機能を提供。

施設外観イメージ

【ポイント④】多様な利用方法や用途の実装

• MICEや音楽興行での利用を想定し、コンクリート床を採用している。
また、多様な興行への対応や自主コンテンツの創造へチャレンジするため、
ハイグレードスピーカーを常設し、常設機材と持ち込み機材のハイブリッ
ドでコンサートを実施することができる。

• アリーナ内に11tトラック等の車両の乗り入れが可能な搬入口を備えてい
るため、機材等の運搬を効率化できる。開業以来実施した興行は、ほ
とんどが撤収日なく作業を完了できており、興行主のコスト削減に寄与し
ている。その結果、興行主から選ばれるアリーナとなり、多様なイベントの
開催が可能となる。

※多様な世代が集う交流拠点としてのスタジアム・アリーナ選定事業において、選定の際特に評価されたポイントを記載しています。

事業スキーム
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